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2011年 定例観察会 『都市公日の自然～豊橋公日の30年」第二回 参考資料

1.ケ ヤキ 「豊橋公園の自然」 (恒川敏雄著 :昭和58年 発行)(p.80)
ケヤキはムク、ェノキとともに公園の三大落葉樹であることはるる述べた。中でも一番
高く、太くなるのがケヤキである。品位もまた高い。日通り四メートル以上の本はケヤキ
以外は存しない。樹膚は自みを呈し若いほどすべすべして白く、紅葉は早く美しい。園地
のケヤキも二十年以上たち、たくましくすこゃかに生長しているが、老木の立ち枯れのあ
われな姿があちこちに見えだした。葉もちぢれが目立ち健康葉は下枝では見られない。
昭和五十六年五月中旬、葉の脈状に徳利上の小さい虫こぶを見つけた。調べてみると、

ケヤキヒ トスジヮタ
フシで六月下旬孔を
あけて脱出すると。こ

としは、うかつで花も

実も見ずじまい。三者
の比較を願つていた
が。畳の斜面や肩に位

置するケヤキは、その

太さの測定に難儀 し
た。三十余年前に測つ

た時は若く、助手の子
らも小学生で冒険は

好むところと用意に

できたのに、でもガン
バつて、分布図をつく
ることができた。助手
は古川あい女史。市の

副木としてケャキを推したい。
いまでは各都市とも街路樹とし
て植栽しているが、広い路に限
りたい。

イ手ョウこ共に、早くから色づき始めたケヤ率
(11月 7日撮影)

2.公 園の紅葉 「豊橋公園の自然」 (p.35)

イロハモミジの紅葉は十二月十日ごろがよい。ゃやちぢれているが、逆行の位置から見
上げると鮮やかな紅色となって目にしみる。ほとんど内壕に面した斜面に多く、富安風先
生の句碑付近のがよく色づく。
エノキは黄緑色ケヤキは赤葉、イヌビワは黄色い葉、ナンキンハゼやィチョウも同じこ
ろ色変わりする。

3。 公園散歩 「豊橋公園の自然」 作引1敏雄著 :昭和 58年 発行)(p.56)
(この項は 「山本一郎氏」の筆による。)

健康の基は歩くことであるとの信念で豊橋公園を散歩し、築城当時から歩兵第十八連隊
所在時代を思索しながら歩く。ありがたいことに歩くことが,い身の鍛錬 ともなり、また樹
木の四季の移 り変わりや豊川の流水や、遠い山々の景色をながめると心の安らぎを覚えま
す。



豊橋公園は常緑のタブ型の森であるが、それにも勝るとも劣らな

いのは落葉広葉樹 (ケヤキ、ムク、エノキ)の 存在である。大樹下

には小低木が散在し森の茂みを加えている。落葉性の小低木にはム

ラサキシキブ、イヌビワ (ホソバ型の変種もある)、マユミ、マル
バウツギ、ゴマキなどがある。
エノキはムクに比べるとやや少ないが、豊り|1沿いの地にはエノキ

が断然多い。公園内では、城下橋近くの朝倉川にそつた地に小群落

をみる。総本数約六十。三メー トル以上は一本。特色としてヤ ドリ

ギが着生しやすい。樹形上の特色では梢が比較的太めで稲妻形をし

ている。樹皮は黒汚色を呈し剥離し難くザラザラした触感。たくま

しい男性的な大樹である。キヅタやテイカが付着しやすい。花期は

一番早いようで四月中旬に開花する。葉には上半分に鋸歯がある。
ムクノキはエノキより多く約九十余。三メー トル以上が三本。体

育館の西に多い。樹形は傘状にしだれる。樹皮は、やや赤みを帯び

タテに長くはがれる。

ケヤキは全域に分布する。太く高く拡張の高い木。本市の木とし

ても恥ずかしくない。有用材の王。形態上の特色としては梢は細か

く立ち、芽出しが美。ハダは自みを感じ、皮は丸くはがれて生長肥

大する。葉の鋸歯は波形。園内や街路樹として多植。他の高木はア

キニレ。

“
劇mttpvキ

「落葉広葉樹」 「豊橋公園の自然」(1ヨ‖敏雄著)

昭和 58年 発行より (p. あいち森と緑づくり「環境活動・学習推進事業」

「鸞需融9つなlf■う●Opmの成果

2011年 定例自然観察会

(11月7日担晨分

第 5回 (11月 13日 )

主催:NPO法 人東三河自然観察会

｀/‐ 東三河 自然観察会

67)

散策する人もまばらな、静かな秋の豊橋公回



=   
、

豊僑公園観察マッ7
(参考口:mm3m「 EH公 口‖地諷)

観察記録 (メモ)
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